
《
医
療
体
制
確
保
基
金
事
業
》

議
員
　
今
回
、
済
生
会
病
院
を
誘

致
す
る
た
め
の
基
金
へ
５
億
円
積

み
立
て
る
と
、
基
金
の
総
額
は

35
億
円
に
な
り
ま
す
。
ま
ず
は
、

済
生
会
病
院
の
病
院
建
設
整
備
計

画
が
ど
う
な
る
の
か
と
い
う
こ
と

が
、
重
要
で
あ
り
ま
す
が
、
市
の

最
優
先
課
題
と
し
て
、
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
お
伺
い

し
ま
す
。

市
長
　
本
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、

非
常
に
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
こ

れ
ま
で
円
滑
に
進
め
る
た
め
の
情

報
公
開
、
情
報
提
供
に
つ
い
て
は

適
切
に
行
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

今
回
、
特
に
大
き
な
進
展
が
あ
っ

た
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
こ
の
事
業
を
さ
ら
に
円
滑
に

進
め
る
と
と
も
に
、
済
生
会
の
皆

様
方
の
後
押
し
を
す
る
た
め
に
、

財
政
支
援
と
し
て
、
基
金
に
５
億

円
を
積
み
増
し
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
で
基
金
の
額
は
35
億
円
に
な

り
ま
す
が
、
35
億
円
を
支
出
す
る

と
い
う
こ
と
を
決
定
し
た
わ
け
で

は
な
く
、
財
政
支
援
を
す
る
た
め

の
心
構
え
と
し
て
、
用
意
す
る
も

の
で
す
。
な
お
、
施
設
整
備
計
画

に
つ
い
て
は
、
出
来
る
だ
け
早
く

済
生
会
と
し
て
決
定
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

《
小
学
校
就
学
援
助
事
業
・
中
学

校
就
学
援
助
事
業
》

議
員
　
来
年
度
入
学
す
る
小
・
中

学
校
の
新
入
生
に
対
し
、
入
学
前

に
入
学
準
備
金
を
支
給
す
る
た
め

の
も
の
で
す
が
、
対
象
者
数
と
支

給
単
価
、
支
給
時
期
及
び
認
定
方

法
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

学
校
教
育
部
長
　
小
学
校
入
学

予
定
者
に
つ
い
て
は
、
新
入
学

児
童
学
用
品
費
の
支
給
単
価
が

４
万
６
０
０
円
で
対
象
者
は

１
１
５
人
、
中
学
校
入
学
予
定

者
に
つ
い
て
は
、
新
入
学
生

徒
学
用
品
費
の
支
給
単
価
が

４
万
７
４
０
０
円
で
対
象
者
は

１
１
６
人
を
見
込
ん
で
お
り
ま

す
。
ま
た
、
支
給
時
期
に
つ
い
て

は
、
小
学
校
入
学
予
定
者
は
３
月

上
旬
ご
ろ
、
中
学
校
入
学
予
定
者

は
２
月
上
旬
ご
ろ
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。

　
な
お
、
制
度
改
正
に
よ
り
、
新

入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
に
限

り
、
認
定
基
準
を
前
々
年
の
所
得

に
変
更
い
た
し
ま
す
。

《
土
木
費
　
橋
り
ょ
う
新
設
改

良
費
》

議
員
　
平
成
26
年
７
月
の
道
路
法

施
行
規
則
の
改
正
で
、
橋
り
ょ
う

の
長
寿
命
化
の
点
検
に
関
す
る
基

準
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
決
算

年
度
に
業
務
委
託
で
実
施
し
た

４
６
０
件
の
点
検
結
果
と
対
策
、

今
後
の
点
検
予
定
に
つ
い
て
お
伺

い
し
ま
す
。

建
設
部
長
　
健
全
性
の
診
断
結
果

は
、
健
全
性
Ⅰ
の
健
全
が
２
７
８

橋
、
健
全
性
Ⅱ
の
予
防
保
全
段
階

が
１
５
６
橋
、
健
全
性
Ⅲ
の
早
期

措
置
段
階
が
22
橋
、
健
全
性
Ⅳ
の

緊
急
措
置
段
階
が
４
橋
と
な
っ
て

お
り
、
こ
の
４
橋
に
つ
い
て
は
、

い
ず
れ
も
人
命
第
一
を
考
え
、
地

域
住
民
の
方
々
の
ご
理
解
を
得
て

周
知
を
図
っ
た
上
で
、
全
て
通
行

止
め
の
措
置
を
講
じ
て
お
り
ま
す
。

　
全
橋
り
ょ
う
の
点
検
が
完
了
す

る
平
成
30
年
度
末
に
は
、
市
内
の

全
て
の
橋
り
ょ
う
の
健
全
性
の
状

況
が
把
握
で
き
る
こ
と
か
ら
、
架

設
時
期
、
交
通
量
、
災
害
時
の
緊

急
輸
送
道
路
、
通
学
路
な
ど
を
考

慮
し
、
耐
震
化
や
修
繕
だ
け
で
な

く
、
再
配
置
、
通
行
規
制
、
廃
止

な
ど
も
含
め
て
検
討
し
な
が
ら
、

改
め
て
優
先
順
位
を
つ
け
、
整
備

計
画
を
策
定
し
、
計
画
的
に
実
施

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

議
員
　
国
保
事
業
は
決
算
年
度
に

お
い
て
通
常
業
務
と
と
も
に
、
来

年
度
か
ら
埼
玉
県
が
県
内
の
63
市

町
村
と
共
同
保
険
者
と
な
り
制
度

を
運
営
す
る
国
保
の
広
域
化
を
準

備
し
て
き
た
年
度
と
な
っ
て
い
ま

す
。
国
保
の
広
域
化
に
向
け
て
、

県
当
局
の
対
応
に
つ
い
て
お
伺
い

し
ま
す
。

健
康
医
療
部
長
　
事
業
運
営
の
基

本
と
な
る
埼
玉
県
国
民
健
康
保
険

運
営
方
針
を
作
成
す
る
た
め
、
こ

れ
ま
で
埼
玉
県
市
町
村
国
民
健
康

保
険
広
域
化
等
推
進
会
議
を
６

回
、
埼
玉
県
国
民
健
康
保
険
運
営

協
議
会
を
４
回
開
催
し
、
審
議
が

進
め
ら
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
も
終
了
し
、

現
在
、
い
た
だ
い
た
意
見
等
を
も

と
に
、
埼
玉
県
国
民
健
康
保
険
運

営
方
針(

案)

の
修
正
を
行
っ
て
お

り
、
９
月
14
日
に
開
催
さ
れ
る
平

成
29
年
度
第
３
回
埼
玉
県
国
民
健

康
保
険
運
営
協
議
会
に
お
い
て
、

修
正
を
完
了
し
た
埼
玉
県
国
民
健

康
保
険
運
営
方
針(

案)

を
審
議
す

る
予
定
で
あ
る
と
の
こ
と
で
ご
ざ

い
ま
す
。

平
成
29
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

平
成
28
年
度
一
般
会
計

決
算
認
定

平
成
28
年
度
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
決

算
認
定
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